
村内に築く 安心拠点
十津川村「高森のいえ」プロジェクト

奈良女子大学生活環境学部 室﨑千重

20241130 奈良県十津川村

面積：６７２．３８Km2 …96％が森林
７区
５５大字 と 約200の小字

人口：2011年9月 ４,０４８人（２,０１１世帯）
2019年4月 ３,２５０人（1,７３９世帯）
2023年4月 ２,８９１人（1,６４９世帯）

高齢化率：約４４％
村内高齢者の3割が要介護認定者
一人暮らし高齢者 約300人

2019年4月

引用：奈良県十津川村 「高森のいえ」説明資料 2019年4月版

２８%↓ １８%↓

紀伊半島大水害 奈良県の被害の概要

台風１２号による被害
2011年8月30日～9月4日

総降水量が年間降水量平均
値の６割に達する記録的大雨
深層崩壊が多数発生

■人的被害
死者数 １４名
行方不明者数 １０名

■住家被害
全壊 ４９棟
半壊 ６９棟
一部破損 １４棟

■９月５日避難者数： ９３８人

2011 紀伊半島大水害

2011 木造仮設住宅

2013 復興公営住宅

2017 高森のいえ完成

仮設住宅(2011)／復興公営住宅
(2013) 被災集落以外に建設＝

村の芯づくり

高森のいえプロジェクト(2014～) 被災前からの課題： 高齢者が最期まで村で暮らせない



十津川村の人口

・人口は1975年から約40年を
経て約8000人から約4000人
へ半減

・1975年～80年 生産人口
1000人減：団塊世代の離村か

・2000年以降は少子化顕著

・高齢者の人口増加は1990年
から。2000年にピーク、後
は緩やかに減少

・以前ほど流出もないが流入も
ない。人口減少は続く。

出典：明治大学園田先生分析レポート

高齢化率の推移

・1990年代、高齢化率は
20～30％台へ急上昇したが、
75歳以上は10％台前半に
留まる。

・2005年に34.4％まで上昇、
その半分を75歳以上人口が
占める→要介護高齢者急増

・村の高齢化は2010年でピーク
40％程度の踊り場状態が続く

・75歳以上の高齢化率は2015年
がピークで減少に転じる。
現時点の4人に1人が75歳以上
という現実の負担は大

出典：明治大学園田先生分析レポート

集落ごとの高齢化率

・村の中央を走る国道
168号線、命の道。
ここから離れた集落
の人口減少、高齢化
が顕著

・高齢化率が70％を
超える集落も多い

・役場付近からヘルパー
が高齢者宅へ行くまで
に片道1時間半かかる
場所も多い

→きめ細かなサービス
提供困難･･･

出典：明治大学園田先生分析レポート

十津川村の要介護認定者数

・要介護認定者数は、制度開始
当初の160名程度から2011年
には3倍弱の450名程度へ増加

・2010年度以降の認定者数は
踊り場状態で安定

・十津川村の要介護認定者の
特徴は、要支援２の割合が
多いこと。

→交通の便や住宅まわりの
環境の課題解決のためか？

出典：明治大学園田先生分析レポート



水害前からの村の課題
高齢者が最期まで村内で暮らせない

高森のいえ 計画過程

● 紀伊半島大水害の約10年前から、村内に高齢者用公営住宅が欲しい
との要望はあった

● 2011年紀伊半島大水害 が 契機

● 福祉事務所と施設課が連携しての 高齢者が暮らせる拠点整備へ
→高森のいえの整備構想

・村内で一人暮らしする高齢者の家族（子世帯）からの声
・2004年以降の村政報告書内に「軽度の要介護者が利用できる

生活支援ハウス（共同住宅）の整備も必要」との記載

・高齢者の安心安全に住み続けられる場所の整備の必要性高まる

・2012年夏頃 福祉事務所が施設課に福祉向け住宅整備の要望

・これ以前には、両部局の連携はなかった

・福祉事務所は町村は任意設置（全国47町村のみ）
十津川村の福祉事務所は村役場内にある

⇒高齢者一人ひとりの顔のみえるきめ細かい福祉の取り組みが強み

高齢者が最期まで村内で暮らせない

１．きめ細かな福祉サービスの提供は困難

２．生活支援があれば居住継続できる高齢者が村外へ転出する実態

３．村の介護関係予算（サービス給付費）約６億のうち約２億が村外へ

・点在する集落、片道の移動で１時間半かかる場所も多い
・生活支援があれば居住継続できる高齢者→施設入所
・村内の特養（高森の郷）入居の高齢者は、介護度がそこまで高くない

・村内の高齢者施設（特養定員39人、GH 9人×２施設）は満室、待機者
→村外施設へ入所（約80人）、村外の子世帯へ 転出

・村内での居住を望むが叶わない

・村内で暮らすことができれば、２億円は村内で消費（村内の仕事に）

村で安心して暮らせるいえ“高森のいえ” をつくる
…介護保険料を低減、村外への支出を村内へ

水害以前からの課題

引用：奈良県十津川村 2018年8月23日 都市計画学会関西支部セミナー資料



高森のいえ 関わった人たち

高森のいえ 設計
高齢者向け住宅棟・外構 アルセッド建築研究所

エキープ・エスパス
一般向け住宅棟・ふれあい交流センター棟・センター広場

安部良アトリエ一級建築士事務所

活力と魅力あふれる村づくり委員会（2012年～）

十津川村村づくりアドバイザー 蓑原 敬（簑原計画事務所）
環境設計研究所 金丸宜弘・大田朋子
奈良県住宅課

高森のいえプロジェクト推進委員会（2014年～）
委員長 園田眞理子（明治大学）
副委員長 三浦研（京都大学）
委員 室﨑千重（奈良女子大学）

当初は、集落の高台移転をイメージ
→造成に多額の費用がかかることから計画を変更

引用：奈良県十津川村 2018年8月23日 都市計画学会関西支部セミナー資料

復興公営住宅の基本方針

１．建設地 谷瀬地区 と 猿飼（高森）地区の非被災集落

２．自然地形、既存環境を活かし、村の風景・文化を維持・継承

・大規模な造成工事は行わない。住宅跡や田畑があった場所に埋め込む。
・十津川の伝統的民家の意匠。文化の継承。

３．十津川産木材を使い、地元大工が建てる
地域循環型にこだわる。林業の６次産業化を推進。

・大規模な造成工事は行わない→地元業者が担える

４．建設後の運用を考えて、一般公営住宅として整備

・点在するすべての集落維持は困難
・村の将来を考え、徐々に集まって暮らす（村の芯づくり）

土砂災害警戒区域外など危険性が低く村内では比較的安全な地区
主要道路１６８号線からのアクセスが比較的よい地区

・被災者が多い北部（長殿・沼田原）、南部（桑畑・今西）に近い

●仮設住宅 ４箇所 ３０戸
■復興公営住宅 ２地区 １３戸

谷瀬団地（４棟４戸） ■

■ 高森団地（９棟９戸）

観光を軸とした地域

福祉を軸とした地域

北側：
五條（奈良県）へ

南側：
新宮（和歌山県）へ

命の道




